
研 究 論 文
mlHlntTnqmlIMl1rmllTm

酸素呼吸器打撃力試験装置

日下部正夫● 金子洋一● .%瀬茂堆●

ビェ'/圧電索子を組み込んだ打撃カセl/サーを作 り.これにより酸来呼吸苦のキャンドル点

火也俳による打歩波形を飼べた｡波形の形状からは打歩の過程が追払でき,打撃鵜匠の改良に

役立てることが出来る｡

またこれをク.'レー ト.*十./ドルを酸素帝として使 う呼吸常の検査に使 うように.数回の

打撃の出力のピーク伐を集計し,基gl値と比較 し合否の判定と共に印刷出力する紀軽典計器を

含め.飢換筆としてまとめた｡基gl低の設定には落球妖故の絵具を参照 した｡

I.緒鶴
炭坑の爆発災啓や トンネル内火災などでの救急活動

など.酸欠大気や有希ガス雰Pl曳中での作業では.良
素を自給 し,外気と遮断 して呼吸{･きる開銀循環式の

呼吸昔が使われる｡これに11頼来ポ'/べを使うものと

化学的虚無尭生半を使 うものとがある｡酸兼尭生瀬と

しては.塩索敵盤･過塩素酸塩の魚分解に1るものと.

アルカtJ金属の旬酸化物の朗厳ガスと水(呼気中水分)

との反応で放出される酸素を利用する物とが実用にな

っている｡何れも小型鑑丘であ り.かつ良守が碑林確

実など緊急用として壊れた性能を持っている｡

塩瀬酸塩･過塩葉酸塩系のものでは,塩瀬酸ナ ト1)

サムを主刑とするクpレー ト キ十./ドルが主枕であ

る｡キナ'/ドルは塩来酸ナ トIJウムの自己披将的熱分

解反応を安定に進行させるため,また有事な塩素ガス

の先生を抑制する為の配合剤を加え,混合･正項或は

加温･鋳遺 して棒状にし,これを断熱材で因み金属廿

に封入し.飲用筋管を扱み込んだ点火具をその-掛 こ.

他掛 こ由来放出ロを持った柵遁となっている｡酸来尭

生型循環式呼吸皆のJISUJST8156)でlま.化学的酸

素源としてクpレ-トキ十l/ドルの型式が定められ使

われる｡

キ十ソドルは呼吸告のキャンドルケースに挿入され

打撃放牧に上って点火し.反応を開始する｡酸乗発生

の有無が正長人命に係わる物であるから.万一にも着

火 ミスがあってはならない｡そこで長年の突Ctがあっ

て倍軒の出来る銃用雷管を扱み込んだ点火典が使われ

るが.組み込みlこよる点火感庇の変動や呼吸常の打撃

耗匿の打や力によってその点火の確実性が左右される｡

設計上は.撃針を叩 く-ン17-部分の質丑と打野時の

選定で打撃力は定まる｡静的特性はfT撃用のJ:ネ特性

･ス トp-ク･角皮が重要{･ある｡ しかし打撃は本来T

イナ ミックな現象なのでこれを直連邦定することは.

品質保証上地要である｡我 々はt='ェ･/圧電葉子を用い

た打撃力湘定釈放執 こよって打野鶴把のダイナ ミック

な特性釈放を行っている｡

2.打撃力拭験載置とセンサー出力汝形

クT}レー トキ十./ドルを酸素尭生型循環式呼吸賢の
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Fig.2 TypicaJWayeLorzrLSbmhpadScw wid)SbikeroEOx
ygen仙 血tor･(upper)stmckupvads

(low)struckdownw血キ十･/ド

ル･ホル7-に裳若し.作曲用の引き手(背負い':

I/ドの所にある｡)を引くと.打撃糞尿のJ:ネがセットさ

れ さらに引くと.ラッチが外れ バネの力で牢針がtF管を打

撃する｡点火後武もに転乗が尭生し.初期30秒軌 ま.特

に駿粟の発生速庇が早く.呼吸袋を急速に充たし.以後

は毎分平均2.8I),トルの一定速度で厳禁が

供給される｡打撃力相 集匠は.1)打撃カセ'/サ

ー部.2)七t/サーfR軒娘増帖部.3)打革倍号ピーク値典



ご1
1

3

2

1

o
(1
1

0

^
)

n
n

l

V
^

)[
V
n
<(

100 200DROP HEIGHT (ltl

ln)Fig.3 Peak弧dDtm血noLthelmpctWayeE
ormdth Drop-banImpactSensitivityTest

hbchine.っていることを示している｡

これらの波形の基線から上の缶分の逝鋭時間は.ほぼ h EL8eCである｡七./サー-,ド部を落

球式晋管感度鼓負筆の節℡位匿にセットし,各落高で七./サーを打撃し
.
その出力

をデジタルオ,シF,スコープで記
録し
.
波形のピーク

値と
,
基線から上の



Tablo1 TypicalSensitivityTestResultsofC8ndlelnitiatiq Device.

(Drop-BallImpactSeJtSitiyityTestMachine)

(Unitmm)

item DropHeightPractidly S loos/H (H+4.758)alI点re(H+3S) st

ndrdD1 175.8 18.3 10.

41% 207.82 184.8 17.

8 9.63% 216.03 202.0

20.5 10.15% 237.94

155.5 13.5 8.68% 179.1Mean 179.5 17.5 9.72% 210.

5Reliabiuty99.866% 99.9999%Tablo2 ExampleofReprodLJCjbilityofimpa
ctPeakValueMez)Surerne

nt. (UnitV

olt)Impact Mean StaJldard Percen
tPosttqe Value Deviation Deviadon

Latera1 3.99 0.16 4.1

1%Upward 4.03 0.14 3.39%

Dovmvard 4.84 0.25

5.08値の標gl偏差も合否の判定に使って

いる｡一定の基坤より大幡なJ(ラツキな示した場合に

は不合格としている｡或2に打畢カビ-ク億の.ミラツ

キの1例として.呼吸告の打撃力を各姿勢で30回ずつ

潤定したときの平均値と標準偏差値とな示す｡

4.問題点などの考察1) 呼吸書の打撃牧帝と,

落球式感皮相 筆による打撃との違い｡呼吸等の打撃の

方が打牽加圧の蝕税時間が短い｡感度妖験韓の落球の

質丘は55g,一方打撃挽楠の打撃運動部分の焚丑は

7g弱t.あり小さく,同じ打撃エネルギー{

･Il当然打歩のスピードが早い｡このように質

丑が違い.打歩の早さが大きく違った場合,両

者の間で互いにその打撃加圧波形のピーク値のみで

その発火能力を比較するのは.必ずしも正しく

ない｡これについては打撃牡辞と同じ仕扱み同じ

質丘の可動部をもち.そのバネの重さを変え得る釈放装
匿で改めてキ十lJプt'-ショ･/をし直す必

要がある｡しかしその為には十分なデーターの僻

み並ねが必要である｡ただ現在は従来からの感度

筑牧の乗鼓の頼み庇ねのある落球感度妖改善によるデータ-と連係させ る意味から,これによる訴

正塩を使っている｡銃用冊管の点火が果して打撃圧

力のピーク値によるか,あるいは波形の時間箭分

したイ'/パルスによるのか.更にはまたその他

の丘によるのかは,これからの研究に待たなけれ

ばならない｡当面は冊串であり乗用的など-ク値を打歩蛾輪

の点火能の指標として使って行くことにするのが

妥当と思われる｡2) 衝正曲線の改訂を必醇と

するような.センサー部品の変質が心配され

た｡しかし政年珪過した現在.ライナーは劣化した

様子は無い｡ストライカーは多数回の邦定{･呼吸告

の打歩ピソの針先(曲率半疑1m)で打撃され

中央部が-こむ｡そこで十分

に硬い材料ICつくりこの変形の進行を適度に収

める必費があった｡3) 現在使用している鵜匠での

潤定の.ミラツ車の大きな部か 土波形に盃丑して

いる高周波/イズによる点が大きいと思われる｡

これについては,高周波遮断フィルターによってこ

れを取り除くことによ.?て邦定の輪度向上が盗まれる｡

5. まとめ1) ビェ./圧電素子を用いた打撃力妖

敬等を開発した｡2)

これによって,打撃力を怖単に定丑的に取り扱う

ことが可能になった｡3)打歩波形によ

って,打歩の過程を推定でき,打撃裳世の改良に

役立てる串が出来る｡4) 現場の呼吸卓の釈放で,簡単に多数回の

試験をし.平均値と



ImpactTesterforTridgeringMechanismofChLorate-Candle

ofOxygen)nhalator

hyMasaoKUSAKABE',YoichiroKANEKO*andSigeoKUROSE●

Adynamicsensingdevicefortransforminganimpactprocessintoanelectricwaveform

wasdeyeloped.An elasticdiscbetweenapieZOilectrictransducerandastrikerpinassembled

inthedeviceelongatesthedurationoftheimpactpulsesoastobereproduced00rrectlywiththe

pieヱOelectrictraJISducer.

With thedevice,impactprocessbythestdkeroftheoxygeninhalatortoinitiateapercus･

sioncapassembledinachloratecandlewasrecorded,andeffectsofhitdirectiononthewave

formwereobserveddearly.

TusdeviceⅦsalsousedinroutinetestintheproductionlinetoestimatethestrengthof

strikerofthe血ishedoxygeninhalator.OutputoEthesensingdeviceisappliedtothetester

whichholdseachpeakvalueoftheinputsignal,degitizesthepeakvalueandstoresitinthe

memory.Aftertheseyeralimpacttests.themeaTLpeakvalueanditsstandarddeviationare

calcdatedandthenoutputbytheprintertogetherwiththepasslCrnotresultjudgeda∝ordhg

topredeterminedcriteria.
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